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問

　耐
震
工
事
は
、
金
山
小
学
校
・

　有
屋
小
学
校
同
時
進
行
か
。

　
　

小
野
教
学
課
長

　災
害
に
よ
り
、
国

　か
ら
の
補
助
決
定
が
遅
れ
、
そ
の

　た
め
に
同
時
進
行
の
予
定
で
あ
る
。

問

　ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
受
賞
者
の
根

　岸
英
一
氏
の
講
演
料
は
。

藤
山
総
務
課
長
補
佐

　講
演
料
は
、

　現
在
交
渉
中
で
あ
る
。

問

　現
在
の
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、
食

　の
安
全
に
不
安
が
あ
る
。
２５
年
よ

　り
早
い
新
設
の
実
現
は
。

教
学
課
長

　財
政
計
画
と
の
関
連
が

　あ
る
が
、
可
能
な
か
ぎ
り
半
年
で

　も
早
い
実
現
を
目
指
し
た
い
。

問

　町
営
バ
ス
を
中
学
校
の
部
活
動

　の
大
会
や
遠
征
に
利
用
し
て
い
る

　が
、
人
件
費
・
経
費
は
。

佐
藤
教
学
課
長
補
佐

　保
護
者
運
転

　の
車
に
野
球
部
員
が
乗
車
し
、
事

　故
に
遭
い
死
亡
し
た
こ
と
を
受
け

　て
、
全
県
的
に
公
共
交
通
機
関
の

　利
用
が
進
め
ら
れ
た
。

　
　２０
年
度
か
ら
始
ま
り
、
２２
年
度

　の
利
用
は
４４
日
、
支
払
っ
た
賃
金

　は
４４
万
円
強
で
あ
る
。

問

　Ａ
Ｌ
Ｔ
（
英
語
授
業
で
、
先
生

　と
助
手
を
お
く
）
を
導
入
し
た
場

　合
、
金
山
高
校
存
続
の
可
能
性
は
。

教
育
長

　Ａ
Ｌ
Ｔ
は
、
中
高
一
貫
校

　で
あ
る
こ
と
が
前
提
で
あ
り
、
金

　山
高
校
で
導
入
す
る
な
ら
ば
、
キ

　ャ
ン
パ
ス
高
と
し
て
存
続
す
る
方

　法
も
あ
る
。

問

　め
ご
た
ま
園
の
給
食
が
好
評
と

　言
わ
れ
る
が
。

教
育
長

　吟
味
し
た
結
果
、
玄
米
食

　と
し
た
。
よ
く
噛
む
こ
と
に
慣
れ

　な
い
子
に
は
大
変
で
あ
る
が
、
地

　産
地
消
を
基
本
と
し
、
い
ず
れ
学

　校
給
食
に
も
取
り
入
れ
た
い
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

　５
月
２４
日

　山
形
市
で
、

第
２８
回
町
村
議
会
広
報
研

修
会
が
開
催
さ
れ
、
金
山

町
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員

全
員
が
受
講
し
ま
し
た
。

　講
師
は
三
年
振
り
に
、

全
国
町
村
議
会
議
長
会
広

報
コ
ン
ク
ー
ル
選
考
委
員

の
城
市
創
氏
で
あ
り
ま
す
。

　情
報
化
社
会
の
中
で
、

議
会
だ
よ
り
の
役
割
は
何

か
、
町
の
広

報
紙
と
は
ど

こ
が
ど
の
よ

う
に
異
な
る

の
か
な
ど
、

要
点
を
し
ぼ

っ
て
講
義
さ

れ
ま
し
た
。

　わ
が
町
で

は
高
齢
者
が

多
く
、
金
山

町
議
会
だ
よ

り
は
、
読
み

や
す
い
大
文
字
に
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、
写
真
を
多
く
し
て
、

写
真
か
ら
も
読
み
取
れ
る

よ
う
に
努
力
を
し
て
い
ま

す
。　『

読
み
や
す
く
・
わ
か

り
や
す
い
』
議
会
だ
よ
り

に
、
編
集
委
員
一
同
頑
張

っ
て
い
き
ま
す
。

　金
山
町
議
会
は
、
６
月

１９
日
に
東
京
金
山
会
に
出

席
、
２０
日
に
中
央
要
望
活

動
を
行
い
ま
し
た
。

　岸
参
議
院
議
員
を
は
じ

め
と
し
て
、
県
内
選
出
国

会
議
員
す
べ
て
を
訪
問
し

て
、
２
つ
の
件
に
つ
い
て

要
望
し
ま
し
た
。

①
景
気
・
雇
用
対
策
の
強

　化
に
つ
い
て

②
東
北
中
央
自
動
車
道

　新
庄
・
湯
沢
地
域
間
高

　規
格
幹
線
道
路
、
泉
田

　道
路
の
早
期
事
業
着
手

　に
つ
い
て

　東
日
本
大
震
災
復
興
の

中
で
す
が
、
わ
が
町
に
と

っ
て
は
重
要
な
課
題
で
あ

り
、
早
期
実
現
を
求
め
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

　ま
た
、
中
央
要
望
会
後

に
農
林
水
産
省
官
房
文
書

課
長

　高
橋
洋
氏
を
講
師

に
『
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
に
つ
い

て
』
研
修
を
し
、

わ
が
町
へ
影
響

す
る
弊
害
な
ど

意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

中
央
要
望
会

中
央
要
望
会

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

問

　神
室
振
興
公
社
の
経
営
は
Ｊ
Ｒ

　と
の
協
同
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、

　Ｊ
Ｒ
の
撤
退
を
回
避
す
る
た
め
に

　も
、
今
般
の
東
日
本
大
震
災
が
要

　因
と
な
っ
た
キ
ャ
ン
セ
ル
続
出
へ

　の
補
助
金
支
出
等
の
支
援
は
必
要

　で
あ
る
。

　
　２０
年
度
か
ら
の
利
用
者
が
１０
％

　ず
つ
減
少
す
る
等
、
赤
字
が
続
く

　中
安
定
経
営
の
目
安
を
ど
う
設
定

　す
る
か
。

髙
橋
産
業
課
長

　平
成
１８
年
度
開
始

　の
指
定
管
理
者
制
度
下
に
置
い
て
、

　利
用
料
金
ベ
ー
ス
の
経
営
と
管
理

　者
制
度
委
託
料
補
填
で
運
営
の
要

　を
作
っ
て
い
る
。「
公
社
」
で
、
細

　か
い
分
析
と
企
画
を
ね
り
な
が
ら

　目
標
を
立
て
続
け
、
健
全
化
を
目

　指
す
。

問

　新
企
画
と
見
え
る
農
林
水
産
創

　意
工
夫
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
補
助

　金
５
３
２
万
円
の
内
容
は
。

柴
田
産
業
課
長
補
佐

　独
創
的
な
計

　画
で
農
林
水
産
の
産
出
増
大
を
目

　指
す
も
の
で
、
２３
年
度
は
「
か
ね

　や
ま
旬
菜
倶
楽
部
」
の
転
作
利
用

　に
よ
る
多
目
的
野
菜
栽
培
加
工
事

　業
を
支
援
す
る
。
町
外
の
ス
ー
パ

　ー
に
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
を
設
置
し
て

　販
売
に
あ
た
る
。
県
補
助
３
分
の

　１
で
残
り
の
３
分
の
２
は
自
己
負

　担
で
、
４
団
体
１６
個
人
が
参
加
。

問

　救
急
搬
送
発
生
時
の
搬
送
先
に

　町
診
療
所
の
判
断
基
準
あ
る
の
か
。

柴
田
診
療
所
事
務
長

　当
事
者
が
指

　定
す
れ
ば
他
病
院
に
な
る
例
も
あ

　る
等
、
特
に
取
り
決
め
は
な
い
が
、

　今
後
、
消
防
署
と
情
報
交
換
し
た

　い
。

問

　「
街
の
駅
」
を
つ
く
る
時
期
が

　近
い
。「
西
田
の
蔵
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

　プ
」
で
の
課
題
で
あ
っ
た
「
物
販
」

　は
ど
う
な
る
。

押
切
環
境
整
備
課
長

　特
定
の
人
に

　よ
る
営
利
目
的
の
物
販
体
制
で
は

　な
く
、
作
っ
た
も
の
を
持
ち
寄
っ

　て
展
示
即
売
す
る
と
い
う
、
町
民

　参
加
型
の
場
づ
く
り
が
目
標
で
あ

　る
。

　前
日
行
わ
れ
た
第
５３
回
東

京
金
山
会
総
会
は
、
約
１７０
名

の
出
席
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　金
山
町
か
ら
は
、
新
幹
線

一
番
列
車
で
、
産
直
グ
ル
ー

プ
も
参
加
し
、
新
鮮
な
地
元

産
物
を
た
く
さ
ん
出
品
さ
れ
、

好
評
で
し
た
。

東
京
金
山
会
総
会
へ
参
加

山
形
県
町
村
議
会

 

議
長
会
広
報
研
修

山
形
県
町
村
議
会

 

議
長
会
広
報
研
修

議会広報研修会

ＴＰＰ問題研修

多くの参加者と地元産物の販売


